


















































































































































1R 内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
4 他の子どもを叩く     
4 自分の思い通りにいかないと手がでる     
4 他の子どもを蹴る     
4 怒りっぽい     
4 おもちゃを投げる     
4 突然キレる     
4 他の子どもとトラブルになる     
4 暴言を吐く     
4 気持ちのコントロールが難しい     
4 他の子どもに噛みつく     
4 落ち着きがない     
4 着席が期待されている場面で立ち歩く     
4 我慢ができない     
4 一つの物事に集中できない     
4 いつも体のどこかが動いている     
4 高いところにのぼるなどの危険な行動をとる     
4 大人に対して無礼な振る舞いをする     
4 切り替えが難しい     
4 注意されているときに笑う     
4 コミュニケーション能力が乏しい     
4 言葉が少ない     
4 目が合わない     
4 気持ちが上手く表現できない     
4 1人で遊んでいる     
4 言葉の発達が遅れている     
4 相手の気持ちが理解できない     
4 保育士と個別の関わりを求める     
4 保育士のそばにばかりいる     
4 保育士に甘える     
4 かまって欲しい     
4 知らない大人にベタベタと触る     
4 生活のリズムが乱れている     
4 夜寝るのが遅い     
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
Ⅰ（衝動性）    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ed areas of Miyagi and The possibility of using VR tech-
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